


　今年の菊人形展の主人公は、「女城主・井伊直虎」です。物語の舞台は、井伊谷（いいのや）地区、浜名湖の北一帯
あたりになります。
　ここに井伊氏の居城井伊谷城がありました。井伊直虎の治めた城です。史実的には井伊家の家系図には直虎が当主
として治めた記録がありません。父は、第22代井伊谷城当主　井伊直盛の嫡子として生まれたのは、活発で聡明な女
の子でした。幼名はおとわ（諸説有り）。成人していくにつれ、次郎法師として出家、そして一族の苦難が続き、井伊
直虎と名を替えてこの城の当主となります（諸説有り）。領有地としてはかなり狭く、周りには西は織田信長、北は武
田信玄、東は今川義元、南は太平洋です。敵に囲まれているところは、真田の郷（現在群馬県上田市）と同様です。
　絶えず今川氏から監視され、井伊氏は大変な犠牲を払ってきました。直虎が当主（仮に通算すると直親が23代、直
虎が24代）となり、井伊直親の遺児虎松の後見人となり、虎松が15歳のとき徳川家康の家臣となって、その後、豊臣、
徳川の連合軍による小田原城（北条氏）攻めから功績を挙げて出世していきます。この人物こそ井伊直政です。井伊
直親が暗殺され、この頃が一番、井伊家の存続が危ぶまれていた時代に、女城主として、武勇を馳せる男名で井伊谷
城を継ぎ、守り通し、辛苦を身を以て体験した城主井伊直虎が今回の主人公です。実在した証拠として、直虎の名が
あるのは徳政令を発布した古文書のみが現存（浜松市博物館蔵）しています。れっきとした直虎の署名があります。
　さあ、どのような波乱万丈の人生を生き抜いたのか、それはこれから見てのお楽しみです。

幼なじみの三人、おとわ・亀・鶴たちが遊んでいると、怪しい物音
がどこからか聞こえたのでおとわが井戸の中を覗くと真っ暗。そ
の後ろに立つ心配そうな亀と鶴。

全十景・番外一景
第一景「竜宮小僧」❶

石倉での山狩り風景。去る三月中旬、「おんな城主直虎」のロケが、
笠間市内佐白山、石倉でありました。大きな石がごろごろしています。
本放送は五月十四日（日）「罪と罰」として最初に放送されました。

第六景「笠間ロケ」❻

おとわと許嫁の亀之丞。その父、直満が今川で謀殺されてしまいます。亀
之丞の命も危なくなり、おとわの父、当主、井伊直盛が匿うため逃します。お
とわは苦肉の策で「次郎法師」という男の法名で龍潭寺へ出家します。

第二景「おとわの出家」❷
荒れ狂う咸臨丸の船室で、一等航海士小野友五郎が海図を広
げて航路を確認しています。側にはやはり航海士ブルック（米国）
が立っています。28日の航路日程で、無事太平洋を横断する。

第七景「小野友五郎」❼

井伊直親（亀）が当主として跡を就いたが、直親も今川に謀殺
されてしまいます。井伊谷の城を継ぐ男はこれで一人も居なくな
ってしまいました。直親の子虎松は未だ五歳である。

第三景「次郎法師から井伊直虎へ」❸
西山御殿（現常陸太田市）の自室の丸窓から庭を見ています。
咲き誇る紅葉や草花。秋のある日の出来事でした。

第八景「水戸の黄門さま」西山御殿❽

突然、井伊の館に訪ねて来た父の名を亀之丞と名乗る百姓の
娘。さあ大変。さて、直虎はどう証明するのか。真実なら虎松の
姉となるのだ。

第四景「直親の隠し子」❹
道中の災難が一行に襲いかかります。ある小藩のお家騒動か。
黄門一行であることは間者によって知らされているのだろう。

第九景「水戸の黄門さま」道中❾

直虎が、虎松の後見人として当主となってから、虎松を徳川家
康に仕官させるべく対面の準備をしています。直虎はここまで苦
労してやっと関係筋への対面出来る根回しが済んでいました。

この菊人形は着せ替えのいらない人形です。当社農園部にて、鉢に直植えして栽培
しています。

第五景「虎松の出仕」❺

番外11

とある小大名の家敷。騒動の頃合いを図って格さん印籠を懐か
ら差し出しました。

第十景「水戸の黄門さま」印籠10
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笠間稲荷神社御本殿裏



協賛イベントのご紹介
第11回 かさま新栗まつり
9月30日土～10月1日日 9：00～16：00

市民センターいわま（笠間市役所岩間支所）
「笠間の栗」を考える会（事務局笠間市農政課）
TEL.0296-77-1101 http://www.city.kasama.lg.jp/

開催場所
問合せ先

栗の販売や試食会、栗をモチーフにした笠間焼の展示販売、栗
を使ったゲーム、栗拾い体験など盛りだくさん。この機会にぜひ
旬の栗をご賞味ください。

街コスinかさま
10月1日日

笠間稲荷神社及びその周辺
笠間市商工観光課　TEL.0296-77-1101

開催場所
問合せ先

サブカルチャーとして定着しているコスプレをテーマにしたイベント。アイドルやコスプレイ
ヤーたちのステージ、参道にレッドカーペット敷きランウェイなどを行います。

JA常陸ふれあいまつり
11月3日金・㊗～4日土 9：00～16：00(4日は15：00まで)
地域農家や住民との交流を深め、地産地消運動・食農教育のPRの場として、地域の農業振興
を活性化させることを目的に毎年開催。ステージイベントやグラウンドゴルフ大会・産直野菜
・飲食コーナーなど盛りだくさん！

かさま門前菊あかり
11月11日土 18：00～21：00
石畳に浮かぶ菊あかりと和傘。一夜限りの菊あかりの門前通りをゆっくり散策しながら、美味
しく楽しい時間をお楽しみください。

華道家 假屋崎省吾の世界展 ～花蝶風月～
11月8日水～ 26日日
今年で華道歴35周年の節目を迎える假屋崎先生が、同じく110回
の節目となる菊まつりにあわせて、個展を開催します。

第６回 笠間浪漫
10月6日金～9日月・㊗

笠間芸術の森公園 イベント広場
（一社）笠間観光協会 TEL.0296-72-9222 http://www.kasama-kankou.jp/

開催場所
問合せ先

笠間焼を中心に、木工製品などのクラフト、笠間産の美味しい農作物や
グルメなど100店以上のお店が出店。笠間の魅力を体験できる４日間。

【昼の部】9：00～17：00
【夜の部】17：00～21：00 (夜の部は7日のみ)

笠間工芸の丘　～秋の感謝フェア～木工＆クラフトin笠間
10月7日土～9日月・㊗ 9：00～17：00（９日屋外は16:00まで）
笠間、茨城の作家のハンドメイド作品の展示販売。キャピック刑務所作業製品の販売をは
じめ50店以上出店。他に秋の味覚にこだわった物産市、館内では日頃のご愛顧に感謝して
特別企画をご用意。盲導犬イベントも開催。

笠間工芸の丘 特設会場
笠間工芸の丘 TEL.0296-70-1313

開催場所
問合せ先

2017かさま市民運動会
10月14日土 8：45～15：30 ※予備日10月15日日
毎年恒例の市民運動会。幼児から高齢者まで市民総参加のスポーツの祭典です。当日は地
元グルメも大集合します。みんなで参加しよう！
開催場所
問合せ先

笠間市総合公園 芝生スポーツ広場
笠間市スポーツ振興課 TEL.0296-77-1101

ふるさとまつりinかさま
10月21日土～22日日 9：00～16：00
商工会・農協・社協・市内各団体を中心に2日間開催。会場内では模擬店、バザー、農産物
販売等で約100店が出店。
開催場所
問合せ先

友部公民館及び周辺
ふるさとまつりinかさま実行委員会事務局（笠間市商工会友部事務所）
TEL.0296-77-0532　http://www.kasama-shoko.jp/

平成29年度 かさま文化財公開
10月28日土～29日日 10：00～15：00
笠間市内の指定文化財を下記の場所で特別公開いたします。拝観料は無料。
開催場所

問合せ先

①楞厳寺（重要文化財木造千手観音立像など）
②岩谷寺（重要文化財木造薬師如来坐像など）
③弥勒教会（重要文化財木造弥勒仏立像）
④笠間稲荷神社（県指定文化財唐本一切経、牧野家文書など）
⑤笠間市史研究室２階展示室（旧箱田小学校）（市指定文化財水晶製石器など）
⑥真浄寺（県指定文化財笠間城櫓など）
笠間市生涯学習課 TEL.0296-77-1101

10月22日日 13：00～14：30（開場12：30）
鳴海風さんを講師に迎え、咸臨丸の航海長として日本人による初の太平洋航海を果たした
笠間藩士小野友五郎の生誕200周年記念講演会を開催します。

小野友五郎生誕200周年記念講演会
「歴史作家・技術者から見た　小野友五郎と幕末明治維新」

開催場所
問合せ先

笠間稲荷神社　稲光閣
笠間市生涯学習課　TEL.0296-77-1101

かんりんまるなるみふう

陶芸の里かさま　大撮影会
10月29日日 9:00～15:00(受付は正午まで)
笠間のまちをシャッターに収めるために写真愛好家の皆さまが集まります。参加に事前予約は
不要です（有料）。この機会に、あなただけの「笠間」を撮り、コンテストに応募してみませんか。

笠間工芸の丘 特設会場 ほか
全日本写真連盟茨城県本部
TEL.029-226-0131（朝日新聞水戸総局 かさま大撮影会係）

開催場所
問合せ先

いばらきストーンフェスティバル2017
11月3日金・㊗～5日日 9：00～16：00
茨城県産の御影石で作られた墓石、燈籠、モニュメントなど、国内産・国内加工石製品の展
示即売会や、様々なイベントを開催！

笠間芸術の森公園 イベント広場
茨城県石材業協同組合連合会 TEL.0296-55-2535

開催場所
問合せ先

陶と暮らし。2017
11月2日木～5日日 9：00～16：00（5日は15：00まで）
県内の陶芸家・窯元が約70件出店するクラフト市。出店者の器でコーヒーが飲める「陶くらカフェ」、
「ワークショップ」「ロクロ実演」も開催予定。様々な世代の「つくる人」と「つかう人」が出会う場所です。
開催場所
問合せ先

笠間工芸の丘 特設会場
笠間工芸の丘 TEL.0296-70-1313

笠間芸術の森公園 イベント広場
JA常陸笠間営農経済センター TEL.0296-74-4700

開催場所
問合せ先

開催場所
問合せ先

笠間稲荷神社境内及び笠間稲荷門前通り界隈
笠間稲荷門前通り商店街 TEL.0296-72-0139（事務局：沼田）

かさま落語会
10月28日土　開場14:30　開演15:00
タレントで放送作家の高田文夫さんがプロデュースし、今年で22回目。今年は３代目橘家文
蔵さんと江戸家まねき猫さんをお招きして開催します。

笠間稲荷神社 稲光閣
かさま落語会「ツナカワ」 TEL.0296-72-7127

開催場所
問合せ先

11月23日木・㊗～12月24日日 9：00～17：00(月曜休館)
創設から200年を迎える笠間藩校時習館に関する記念特別展を開催します。

市内の美術館では魅力ある展覧会を開催しています。
※休館日等は各美術館へお問い合わせください。

笠間公民館　1・2階展示室
笠間市生涯学習課　TEL.0296-77-1101

開催場所
問合せ先

笠間藩校創設200周年記念特別展「時習館ー若き武士たちの学び舎ー」
もののふ

かちょうふうげつ

開催場所
問合せ先

笠間稲荷神社 嘉辰殿
笠間稲荷神社　TEL.0296-73-0001
笠間市商工観光課　TEL.0296-77-1101

笠間でアートを楽しもう

笠間日動美術館

茨城県陶芸美術館

春風萬里荘（笠間日動美術館分館）

笠間稲荷美術館

9月23日土・㊗～12月3日日

企画展「ヘレンド展」

10月7日土～12月17日日
企画展「求道の画家　岸田劉生と椿貞雄」

問合せ先 TEL.0296-73-0001

北大路魯山人の旧居。魯山人の作品や自作の家具、愛用の品々などを展示。
入館料：大人600円／65歳以上500円／大高生400円／中学生以下無料
※20名以上から団体料金各100円割引
※11月19日（日）10:00～16:00夢境庵茶会（料金500円【抹茶・お菓子付き】、入館料別）

芸術性の高さからヨーロッパの多くの王侯貴族に愛されたヘレンド。
ハンガリーが誇る名窯ヘレンドの魅力を約150件の作品により紹介。

問合せ先 TEL.0296-70-0011

問合せ先 TEL.0296-72-0958

入館料：大人1,000円／65歳以上800円／大高生700円／中学生以下無料
※20名以上から団体料金各200円割引

企画展　所蔵品より絵画展

問合せ先 TEL.0296-72-2160

10月21日土～11月26日日
入館料：一般 300円／大高生200円／中小生100円
※菊人形展入場者は半券提示で100円割引

観覧料：一般820(670)円／大高生620(510)円／中小生310(260)円
※(   )は20名以上の団体料金

笠間特別観光大使
笠間のいな吉（きち）Ⓡ

11/13
県民の日
無料








